
単身向けのアパートも多く、外国人の居住者も多いで
す。

令和7年度
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１.情報交換プラットフォームについて

参加町会と参加者（令和8年2月現在）２

参加者氏名町会名地区

中村清孝栄和町会1

小幡潤西巣鴨新田町会1

加藤一肇上池袋町会2

土屋康弘池袋仲町会3

北村弥生南池袋二三四町会４

住谷周厚東目白本町会5

中山香里駒込六丁目東文化会10

情報交換プラットフォーム概要１

池袋仲町会の共有資料（PDF） 交流会での意見交換の様子

１

同じように活動している他の町会の役員と話すと、活動のヒントがもらえるので
はないか、そんな思いで始まった事業です。

LINE WORKSというアプリを使い、地区の垣根をを超えて、他の町会役員と気軽に
交流できます。各町会で使っている資料も共有しており、少しアレンジするだけで
ご自身の町会でも活用可能です。年に数回、対面での交流会も実施しています。

町会同士の横のつながりを深め、各町会の魅力的な取組みを区内に拡大し、誰も
が参加したくなる町会活動を目指しています。

「他の町会はどうやっているんだろう」気になるけど聞ける人がいない。



２.プラットフォームのメリット

参加者の声２

２

活動のメリット１
各町会で作成しているチラシや資料、
イベントの開催方法などのノウハウ
が共有できる

ゴミ、掲示板、お祭り、会費、防災、ITなど、LINEWORKS上
で共有された話題は、すべて当町会内で課題になっていたたも
の。町会内での議論に活用できた。

他の町会でも同じ課題を抱えながら対策していることを知り、
勇気づけられた。

区政連絡会の資料がHPに掲載されたことのお知らせは便利だっ
た。他の町会とつながることができ、災害時には他の救援セン
ターの情報を得ることができるのではと、今後の広がりに期待。

他の町会のホームページの作り方を参考にして町会のホーム
ページを作ることができた。ホームページの素材ももらえた
のでとても助かった。

イベントの実施方法ひとつとっても各町会で考え方が違って新
鮮だった。日頃の感謝をこめてお祭りの的屋を無料にするのが
当町会のあたりまえだったけど、お祭りには会員以外もたくさ
ん参加するので、有料化して町会活動の貴重な財源にするのも
ひとつの考え方だと思った。

区内で積極的に町会運営に関わる
人とのネットワークが構築できる

町会運営の負担軽減（資料作成や検討の負担が減る）
役員の成り手不足解消（相談できる場所がある安心感）



３

実際のやりとりや情報提供３

令和7年度は都の助成もあり、上池袋町会がPayPayでの町会費集金を導入した。
PayPayは、利用目的が町会費集金のみの場合は審査が通らない（令和6年度時点）ので、

上池袋町会ではお祭りでも使えるようにしたいという内容でPayPayの利用申請をした。
しかしながら、PayPayは「納入者の記録が残らずだれが支払ったかわからない」ため、

PayPayで支払った町会員はメールで町会に報告するなどの工夫が必要であった。メールを
送ってもらえないと誰が振り込んだかわからないため、集金のため訪問して対面でPayPay
での支払いしてもらうのが確実であり、現金を扱うリスクはないものの町会費徴収の手間
は現金支払いと同じだと感じた。

町会費集金の電子化

他区の町会だが、クレジットカード決済を導入しているところがある。PayPayのように工夫
なども必要ないが、クレジットカード払いは1件あたりの手数料が高額で導入に踏み込めない。

町会費は1戸あたり年1,200円〜年3,600円と参加町会だけでもばらつきあり。
町会費を1口いくらと設定して各家庭で支払っている額が違う町会。イベントを一緒にする

近隣の町会で町会費が違うこと。不正防止のため決まった領収書を発行すること（事前に使う
書式を要周知）。集合住宅は町会費を割り引いているケースもあり慶弔イベントは除外してい
ること。

町会費の金額など

町会費ひとつ
とっても、他の
町会の取組みが
すごく気に なる。

☜ 実際のトークの画面です。
通常のLINEと同じような
見た目と操作性です。

【ノート機能】
テーマを決めて各町会から
話をきくことができます。

【フォルダ機能】
各町会の資料などが保存さ
れています。

他にもアンケート機能なども
あります！

2025.8.27交流会 2025.12.17交流会
交流会です。参加者が増えれば会議のような形式ではなく、テーマを
決めて自由に交流してもらう場にするのもいいなと思っています。



３.参加町会の情報

参加していない町会にもLINEWORKS上で得た情報を共有したい。
そんな気持ちから各町会の情報を報告書としてまとめてみました。事業を始めるきっ

かけにもなった「他の町会がどうやっているのか知りたい」というのも、各町会の情報
が少ないことが根本にあったのだと思います。

まちの規模が似ている、同じようなイベントをしているなど、気になるポイントはそ
れぞれかと思いますが、情報交換プラットフォームに参加してみるきっかけになれば幸
いです。

参加町会の区域２

趣旨１

４

区域町会名№
巣鴨4丁目26の一部、27、28〜29の一部、30〜31、32の一部、
34の一部、35〜44、西巣鴨3丁目1〜4栄和町会１
西巣鴨1丁目2〜3、15〜38、西巣鴨2丁目9〜13、14〜15の一
部、17の一部、18〜21、22の一部、北大塚2丁目21〜23西巣鴨新田町会２
上池袋1丁目8〜10、上池袋2丁目1、2の一部、10〜24、25の一
部、30〜45上池袋町会３

池袋2丁目30〜33、池袋3丁目22〜30、36、51〜52の一部、58池袋仲町会４
南池袋2丁目1〜10、30〜40、43〜49、南池袋3丁目18の一部、
19〜25、南池袋4丁目7〜11南池袋二三四町会５

雑司が谷2丁目7、雑司が谷3丁目1の一部、2〜9東目白本町会６
駒込6丁目9の一部、12〜35駒込六丁目東文化会７

１
７

２３

６

４

５



参加町会の詳細３

５

上池袋町会
※上池袋2丁目

西巣鴨新田町会
※西巣鴨1丁目

栄和町会
※巣鴨4丁目豊島区全域

世
帯
の
状
況

年
齢
別

外
国
人
比
率

駒込六丁目東文化会
※駒込6丁目

東目白本町会
※雑司が谷3丁目

南池袋二三四町会
※南池袋2丁目

池袋仲町会
※池袋3丁目

世
帯
の
状
況

年
齢
別

外
国
人
比
率

※町会別での世帯状況・年齢別・外国人比率はデータがないため、各町会の区域を大きく占める
町丁目単位でのデータです。

2020年

2025年

2025年

2020年

2025年

2025年

【世帯状況】
令和2年国勢調査より

【年齢別・外国人比率】
としまの統計（令和7年1月1日付）より

（ ）

（ ）
（ ）



約69,483㎡（東京ドーム約1.4個分 ）町会面積
1,357世帯（令和2年国勢調査より）総世帯数
【戸建て】年額2,400円/1戸あたり
【集合住宅】個別対応町会費

53人役員数

公式LINE実施済
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ：https://sites.google.com/view/eiwachokai/
Instagram：https://www.instagram.com/toshimaku_eiwachokai/

デジタル化

６

内容イベント・場所月
祭礼にあわせてミニ縁日を実施。ヨーヨーやかき氷など。ミニ縁日９月
子どもたちが仮装して集合。地域でスタンプラリーを実施。
参加者にはお菓子を配布。

ハロウィンスタンプラ
リー10月

手作りのお餅は味に自信あり。お餅は前売り券（500円）と
当日券（800円）で事前に必要個数にあたりをつけて実施。
当日は各自容器を持参してもらいお雑煮もふるまう。

親子もちつき大会12月

多くの方が参加できるように12月の土曜日午前中に実施。各
班から1名を選出、講習を受講し、18名の普通救命士が誕生。
町会内で徒歩3分圏内に1人の普通救命士を配置することがで
きた。

普通救命講習12月

12月25日〜26日に実施。歳末警戒12月
都の助成金を活用して実施。高齢者向けスマホ教室2月

基本情報１

HP Instagram

栄和町会

天祖神社の祭礼
大人神輿、子ども神輿、

山車が町内を巡行。

国道17号線と巣鴨地蔵通りに挟まれた、東西約800m・南北約300mに広がる活気あふれる地
域です。巣鴨四丁目の一部および西巣鴨三丁目の一部を区域とし、歴史ある下町の風情と住民同
士の強い絆を大切に活動しています。

昭和20年4月の空襲により西巣鴨一帯は焦土となりましたが、戦後の焼け跡から住民が立ち上
がり、昭和23年9月に「我らの町は我らの手で」との志で83世帯による親睦会が発足しました。
名称には「近隣総和・郷土繁栄」をモットーに、民主的な相互扶助をもって共に栄え、協力し合
うという願いが込められています。今日まで続くこの絆は、復興から始まった地域の団結力の象
徴です。

スタンプラリーをしている町会は珍
しいのでは。ハロウィンとあわせて実
施して、子どもたちが仮装してまちを
歩く。子どもたちは楽しんで、それを
見て大人たちは癒されて。

イベントスケジュール２ （令和７年度の実績をもとに掲載しています。下記の他、5月のごみゼロデー・四町会合同防災訓練・
夏休み早朝ラジオ体操・祝敬老会・新春初詣バスツアー・朝日わくわく祭り参加を実施。）

https://sites.google.com/view/eiwachokai/
https://www.instagram.com/toshimaku_eiwachokai/


７

一度に多くの町会員に普通救命講習
を受けてもらうにあたり、開催の時間
と場所、指導員の問題がありましたが、
豊島消防署巣鴨出張所所長へ相談をし
たところ日程や場所の提案をいただき、
土曜日の午前中と町会員の調整しやす
い時間と大人数で対応できる体育館を
豊島消防署様よりご提供いただき18名
の普通救命士が誕生しました。

普通救命講習を終え、受講者の意識は大きく変わり
ました。命を救うことの大変さと同時に、「いざとい
う時」に実践できる勇気と知識を得たことが最大の成
果だという声が共通して上がっています。この意識の
向上こそが、今後、受講を検討されている皆様にも広
がることを心から期待しています。

今後も可能な限り普及活動を実施し徒歩1分圏内に1
人の普通救命士を生み出すことにより救命に対する意
識改革とご近所付き合いの中で新規町会員の加入を期
待しています。

徒歩1分圏内に1人の普通救命士
のいる安全安心のまちを目指して…

第１地区
徒歩3分圏内に1人の普通救命士がいるまち３

古き良き絆をデジタルで次世代へ４

国道17号線の拡幅に伴い、約20年前から大型マンションが立ち並び、地域の景色は大きく変化
しました。私自身、10年前に子育ての最中で町会に飛び込んだ一人ですが、一歩路地に入れば今
も下町情緒が残り、地域の方々が子供たちを温かく見守ってくれる文化が根づいています。「町
会に育ててもらった」という感謝の思いは、今も活動の原動力です。一昨年、役員の代替わりを
行いましたが、5年後、10年後を見据えると次世代への継承には不安もありました。そんな中、大
きな支えとなったのがこのプラットフォームの活用です。他町会の同世代と悩みや事例を共有で
きたことで、問題解決の糸口を見つけたり、遅れていたデジタル化を一気に進めることができま
した。

このプラットフォームの仲間達は「古き良き町会の絆」を大切にしながら、現代に合った「新
しい町会のあり方」を形にしていく。これからの街づくりの架け橋になると信じております。



約157,989㎡（東京ドーム約3.4個分 ）町会面積
2,703世帯（令和2年国勢調査より）総世帯数

年額2,400円町会費

31人役員数

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなし
Instagramなしデジタル化

８

内容イベント・場所月
新田地区全域にて実施。延べ参加者50名。春の全国交通安全運動４月
区民ひろば西巣鴨第一にて実施。延べ参加者30名健康講座6月
西巣鴨小学校と共催実施。西巣鴨小学校の校庭にて開催して
おり、参加者は700名を超える。盆踊り７月

西巣鴨小学校の校庭にて実施しているため、夏休みの親子が
多く参加。ラジオ体操８月

9月22日〜29日まで新田地区全域にて実施。延べ参加者50名。秋の全国交通安全運動９月
12月7日に実施。延べ参加者42名。バスハイク

12月
12月24日〜28日までの5日間、新田地区全域にて実施。歳末防火・防犯夜警

西巣鴨新田町会

全国交通安全運動

西巣鴨新田町会は、西巣鴨小学校を中心とした地域に約2,700世帯が暮らし、学校・PTAと連携
した活動が活発な町会です。盆踊りなど多くの住民が参加するイベントに加え、交通安全や防
火・防犯、防災活動にも継続的に取り組み、安全で安心な地域づくりを進めています。

基本情報１

イベントスケジュール（令和７年度の実績をもとに掲載しています。下記の他、5月のごみゼロデー・防災訓練・新年会を実施。）２

歳末防火・防犯夜警バスハイク

春および秋の全国交通安全運動
期間にあわせ、地域内の主要交
差点等において見守り活動や啓
発活動を実施しています。通学
児童の安全確保や交通ルール遵
守の意識向上を図り、事故防止
に努めています。

毎年12月上旬に実施。行き先は、
ゆったりと見学できる施設や食事を
楽しめる場所を選定し、子どもから
高齢者まで幅広い世代が安心して参
加できる内容となっています。

年末の期間において、防火・防
犯意識の向上を目的とした夜警
活動を実施しています。地域内
の巡回や声かけを通じて、火災
予防および犯罪抑止に努め、安
心・安全な地域づくりに寄与し
ています。



９

西巣鴨小学校を囲むように西巣鴨新田町会のエリ
アがあるため、小学校との連携による催しが行われ
ています。

特に、毎年実施している盆踊りに関しては、老若
男女問わず700人を超える方に参加していただき、
大盛況です。外国語表記のチラシも作成して多文化
共生にも力を入れており、日本伝統的な文化を通じ
て、交流がはかりたいと考えています。

盆踊りの他にも、ラジオ体操も西巣
鴨小学校で実施しており、地域に多く
住むファミリー世帯向けのイベントが
充実しています。

また、災害時は近隣住民同士の助け合いが不可欠なため、令和7年度は近隣町会にも声掛けを行い
「防災セミナー」を開催しました。区民ひろばで行い、町会の枠を超えて約50名が参加しました。

救援センターの役割や重要性を再認識するとともに、AED・消火器・簡易トイレなどの取扱いを実際
に体験しました。非常時にも落ち着いて対応ができる態勢を整えたいです。区主催の救援センターでの
訓練とは別で、町会独自の防災訓練にも力をいれていきます。

学校を中心に他団体とのつながりを深めています

第１地区
小学校・PTA・他町会との連携３

町会長にインタビュー！（町会デジタル化）４

勉強会には私だけでなく、町会役員とともに参加をしました。ZOOM勉強会のその場で
は、理解ができたと思っていましたが、直ぐに忘れてしまいます。使用する機会を増や
して慣れていきたいです。

西巣鴨新田町会の田﨑会長には、令和7年度に区が実施するZOOMの勉強会にもご参加
いただきました。

チャレンジしていただいたこと、前向きな姿勢は区としてもとても嬉しいです。
小学校との結びつきが強く、ファミリー世帯も多いと思います。町会活動のデジタル化
についてはどうお考えですか？
デジタル化は時代の流れですので、今後はデジタル化にも取り組んでいきたいです。都
や区の助成制度を積極的に活用して、人材育成や活性化に繋げていけると良いなと思っ
ています。
さらに町会活動が活性化するきっかけになるといいですね。どのようなデジタル化支援
があると嬉しいのか、ぜひお話伺いたいです。それでは、最後にひとことお願いします。

区

田﨑
会長

区

田﨑
会長

区

デジタル化により地元の皆さんと交流・親睦が一層深まり、町会活動がより一層多くの
会員に浸透することを願っています。

田﨑
会長

☜様々な防災体験
の様子



約157,674㎡（東京ドーム約3.4個分 ）町会面積
2,254世帯（令和2年国勢調査より）総世帯数
年額2,400円/1戸あたり町会費
約20名役員数
公式LINE実施済
ホームページ：https://www.kamiike.org/デジタル化
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内容イベント・場所月
小学校に新入学する新1年生とその保護者が集合。「どう
やったら参加できるのか」という問合わせも多く、このイベ
ントを期に入会する方も多い。神主によるご祈祷、警察・消
防署のおはなし、焼きそばなどの販売、青年部によるゲーム
コーナーは大盛況。

新入学祝いと花の宴
＠上池袋さくら公園
※上池袋三丁目町会と合同実施

4月

焼きそばなどの販売とゲームコーナーと盆踊り。2日間実施
して約4000人が参加。都の助成金を活用して実施。

納涼盆踊り大会
＠上池袋さくら公園
（上池袋三丁目町会と合同実施）

7月

参加者には景品あり。ラジオ体操＠上池袋さくら公園7月
祭礼とあわせて、さくら公園ではパチンコやおもちゃ釣りな
どの子ども向けのゲームを実施。

ミニ縁日
＠上池袋さくら公園9月

75歳以上の方には無料でプレゼント。町会員には200円で販
売も。

敬老の祝い
＠上池袋さくら公園9月

屋形船で月島〜お台場まで。町会員は1万円、一般1万2千円、
子ども6千円。秋の旅行@東京湾クルーズ10月

餅は1世帯1パック無料、非会員にも販売。同日に防災訓練も
実施。消防署による消火訓練やAED訓練あり。

餅つき大会＆防災訓練
＠上池袋さくら公園12月

12月26日(2班4班)27日(3班6班)28日(1班5班)に実施。歳末警戒12月
毎月第2日曜日、第4日曜日を公園のゴミ0デーとして公園の
清掃活動を実施。

公園ゴミ0デー
＠上池袋さくら公園毎月

上池袋町会

HP

子安稲荷神社の祭礼
大人神輿、子ども神輿、山車が町内を巡行。子ども神輿は大盛況で子どもだけ

で100名近く参加し、準備したドリンクがなくなりそうな年も。夜は神社境内での
カラオケ大会で大盛り上がり。

上池袋町会は池袋駅から北東へ約1km、池袋駅から徒歩約15分ほどの地域にある町会です。昭
和27年に設立され、令和4年に設立70年を迎えました。

上池袋さくら公園での納涼盆踊りをはじめとした大きなイベントも開催しています。デジタル
化にも積極的に取組み、現在では年に2〜3件ほどですが、公式LINEやホームページを見て町会加
入希望の問合せがあります。

基本情報１

イベントスケジュール（令和７年度の実績をもとに掲載しています。下記の他、新年会を実施。）２

https://www.kamiike.org/
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スローガンは『守ろうよ・わたくしの好きな街だから』

第２地区
充実のイベントと町会側の受入れ体制３

「共助」と「デジタル」で紡ぐ、持続可能な町会運営４

４月新入学児お祝い

７月盆踊り

９月敬老のお祝い

１２月もちつき

ホームページの町会加入申込フォーム公式LINEメニュー１０月秋の旅行

通年でたくさんのイベントを実施しています。公式LINEを電子回覧板として
活用し、会員・非会員ともに多くの住民の皆さんにイベントを周知することが
できています。

災害時には町会員か否かに関わらず、近隣の住民同士での助け合いが重要で
す。とにかくたくさんの方が交流できるように地域に開かれた町会運営を心掛
けていますが、不平等感がでないように町会員向けの価格設定をして工夫して
います。

イベントを期に町会加入を希望する方も多いです。オンラインでの問合せも
ありますが、やはりイベントや日常の交流を通じて、今でも対面での加入申込
みが中心です。

2022年にデジタル化をはじめて、もともとたくさんのイベントを行っていま
したが、ファミリー世帯のイベント参加が増えるなど、目に見えて効果があった
ように感じています。まだまだ掲示板や回覧板で情報を得る方もいます。従来の
方法も地域の見守りになるため大切にしています。

仕事をしながら、休日は町会活動の手伝い。大変なときもありますが、まちを
あげて頑張っている空気感があり、好きなまちだから続けていきたいとも思いま
す。

上池袋町会では約20名の役員を中心に「守ろうよ・わたくしの好きな街だから」をスローガン
に活動しています。

私たちが大切にしている活動は「デジタルを入り口に、最後は顔の見える関係へ」という考え
方です。「LINE de 回覧板」による情報発信は、年2〜3件のデジタル入会以上に、非会員へのイベ
ント認知度向上に大きな効果を発揮しています。一方、実際の入会は今も「顔を合わせた対話」
が中心です。敬老の祝いでのお赤飯調理を中止し、75歳以上の方への贈呈に切り替えるなど、時
代のニーズに合わせて役員の負担を軽減しつつ、交流の質を高める工夫を続けています。

また、近隣町会との合同実施により、盆踊りでは約4000人が集まる大規模な交流を実現してい
ます。一町会では難しいことも、横のつながりがあれば形にできます。みなさんで情報を共有し
合い、持続可能な町会活動を実現したいと考えています。



9月

約96,103㎡（東京ドーム約2.1個分 ）町会面積
1,480世帯（令和2年国勢調査より）総世帯数
【戸建て】年額3,600円/1戸あたり
【集合住宅】年額10,000円/1棟あたり（戸数の規模問わず）町会費

35人役員数
公式LINE実施済
ホームページ：https://www.nakachou.org/デジタル化
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内容イベント・場所月
住民参加型の訓練や、災害時に中心となり住民を誘導する役
割を担う役員のみでの訓練など、毎年テーマをもって実施。防災訓練6月

8月1日〜10日、21日〜30日と20日間、毎朝7時から実施。ラジオ体操
＠池袋第二公園8月

祭礼とあわせて、子ども向けのミニ縁日を実施。ミニ縁日＠池袋第二公園9月
第3地区の町会・関係団体が協力して運動会を実施。町会を
色別にチーム分けした対抗競技もあり、大人から子どもまで
楽しめる。

第三地区連合運動会
＠池袋小学校9月

12月27日〜29日に実施。子どもも含めてたくさんの方が参
加。パトロールをしながら、ゴミの集積場に年末年始の収集
日の案内を貼るのが恒例。

歳末警戒12月

仲町会の敬老クラブ。町会費とは別に年会費1500円。みら
い館大明などで楽しく活動中。ペタンク、ボッチャ、輪投げ、
コーラスなどは毎月練習日あり。

仲むつみ会の活動常時

池袋仲町会

池袋御嶽神社の祭礼
大人神輿、子ども神輿、山車が町内を巡行。

神輿初心者も大歓迎。ふくろ祭りとして池袋の
西口エリアがとても盛り
上がる。大人神輿は毎年
大盛況で、令和7年度は
仲町会名物のカレーがな
くなるほど多くの方にご
参加いただいた。

設立は昭和2年4月、まもなく設立100年を迎える伝統ある町会です。
池袋西口エリアに位置し、ターミナル駅である池袋駅から10分ほどの距離にありながら下町情緒
漂う静かな街並みです。単身世帯が多く、外国人や学生などが多く住む地域でもあります。町会
エリア内には御嶽神社、公園（池袋第二公園、池袋三丁目公園）、図書館、みらい館大明など
様々なコミュニティを形成する施設が点在しています。

基本情報１

HP

近年の災害発生により防災に対する意識が高まりに対応するため、毎年
テーマを変えて防災訓練を開催しています。住民参加型の防災訓練におい
ては、毎月第二日曜日に池袋第二公園にて開催しているえんがわ市との共
催により、住民の皆さんが参加しやすい開催の工夫を心がけています。

イベントスケジュール（令和７年度の実績をもとに掲載しています。下記の他、5月のごみゼロデー・新年懇親会を実施。）２

https://www.nakachou.org/
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日本の「常識」「普通」があたりまえではないということ

第３地区
外国人と単身世帯３

町会担当者よりひとこと４

池袋の西口には、様々な国の料理店、外国語学校も多いで
す。通勤通学のしやすさからか、池袋三丁目地域の外国人の
割合は非常に高いです。また、単身世帯の割合も非常に高く、
学生・単身世帯向けの集合住宅が多い地域であると言えます。

ゴミの問題は深刻でした。収集日以外に捨てられて鳥が散
らかし、近所の気づいた方で掃除してを繰り返し、対応に苦
慮していました。外国語も入れてチラシを作るなど、町会と
しても様々な対策をしました。

区の「ごみ適正排出促進モデル事業」にも参加しました。
12月にモデル町会が集まり、対策を考えて、2月現在はきれ
いにした集積所で実証実験中です。同じように悩む町会の話
は、とても参考になりますし、勇気が湧いてきます。

LINEWORKS上でもっと気軽に交流して、各町会のチラシや
資料を共有できるととても参考になると思います。

立ち寄った町内のネパール料理屋で、ネパール人の店員さんに話を聞くと「町会って外国人でも
入れるの？」と言われました。日本人ばかりで活動していると、「外国人は入れない」と思われる
のかと新たな気づきでした。日本の常識を伝えていかないといけない、話してみないと分かり合え
ない、そんなことを考えながら、近所の外国人の方にも声をかけています。

災害時は地域住民で助け合うことになると思うと、外国人や単身世帯にも町会活動に興味を持っ
てもらいたいと思っています。難しいことも多いですが、参加しやすくて貴重な機会となっている
地域のお祭りを期に、多くの方と交流していきたいです。

※モデル事業の詳細は後日、清掃担当
者会議にて、各町会の皆さまに詳細
を説明予定です。

☜外国人にも
わかりやすい
チラシを
町会独自で
手作り

モデル町会が集まり
ワークショップ形式で対策を検討

池袋仲町会は、町会役員の皆さんがとても温かく、老若男女が和気あいあいと交流できる居心地
の良い風土があります。一方で、数年前から役員の高齢化や後継者不足が課題となっていました。
私自身は町会役員となってまだ数年ですが、この課題を知り、解決に向けた提案を行いました。転
入して間もない若輩者の意見にもかかわらず、役員の皆さんに温かく受け入れていただきました。
最近では、創立100年の伝統を尊重しつつ、若い世代が「やってみたい」と手を挙げた取り組みを任
せてもらえるようになり、それが少しずつ形になり、さらには新たな若いメンバーも増え始めてい
ます。これにより、当初懸念されていた後継者問題も徐々に解消に向かっています。

一方で今後の課題として、若い役員の多くが会社勤めであり、町会業務が平日中心のため、これ
まで先輩役員の方々が担ってきた役割をどのように引き継ぐかが大きなテーマとなっています。今
後もこのプラットフォームを活用させていただき、情報共有や皆様からのアドバイスを得ながら業
務負担の軽減を図るとともに、皆さんとの意見交換をふまえ、町会活動を継続しやすい仕組みづく
りについて豊島区へ働きかけていきたいと考えています。



約173,770㎡（東京ドーム約3.7個分 ）町会面積
2,148世帯（令和2年国勢調査より）総世帯数
①一般会員：年額 2,400 円
②準会員：年額2,400円未満の世帯

マンションなどで個別に設定された金額となっている
③特別町会費賛助会員（企業・会社等）：年額12,000円以上（詳細は個別に協議)

町会費

45人役員数
公式LINE実施済
ホームページ：https://fumiyocho.net/デジタル化
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内容イベント・場所月
実際にまちを歩き、大規模地震が起った時に、町内の活用で
きる資源・注意することを確認。飛鳥未来高校ボランティア
同好会が資料づくり・当日の記録にも協力。終着点を区民ひ
ろば南池袋に設定し、同日開催されていたひろば主催の「み
んなの防災」イベントにも参加。

防災まちあるき
＠南池袋二三四町会内〜

区民ひろば南池袋
6月

7月21日〜30日に実施。6時半開始。参加賞・皆勤賞あり。ラジオ体操
＠南池袋小学校7月

例年は祭礼と同日に実施していたが、役員の負担を考慮して
令和7年度は別日（祭礼9月7日、当縁日9月28日）で設定。
約400名が参加。3つのゲームコーナー、5つの屋台、初企画
のフォトスポットも大盛況。

子ども縁日
＠南池袋小学校９月

柴又観光・ランチビュッフェ・東京湾クルーズ。定員を超え
て申込みありと大盛況。

バス旅行
＠東京湾クルーズ 他11月

消火訓練・消防署による講和。防災訓練
＠南池袋小学校12月

12月20日〜1月30日に実施。歳末警戒12月

南池袋二三四町会

大鳥神社の祭礼
大人神輿、子ども神輿、山車が町内を巡行。年々、大人神輿の担

ぎ手が減り、実施できない年があったが、令和7年度は大人神輿も
実施できた。9月でも暑さが厳しく、子ども神輿や山車のときは特
に気を遣う。アイスノンを冷やして、山車に載せて出発。

当町会は、戦後間もない昭和23年に「雑司ヶ谷四丁目睦会」として発足しました。昭和41年に
は町名変更に伴い「南池袋二三四町会」と改称されましたが、発足以来70年以上の長い歴史を
誇っています。

平成27年には、豊島区新庁舎が当町会の域内に建設されました。タワーマンション等のビル群
と古き良き街並みが共存して、現在、約900世帯の会員を擁する大きな町会に成長しました。

基本情報１

HP

イベントスケジュール（令和７年度の実績をもとに掲載しています。下記の他、5月のごみゼロデー・新年会を実施。）２

https://fumiyocho.net/
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安全・安心なコミュニティを創るために今できること

第４地区
災害時に何をすべきかを具体的に考える３

つながりを絶やさないために４

豊島区から提供された災害時避難行動要支援者名簿をきっかけに、地域全員が共に助かるた
めの準備をしていこうと、災害準備プロジェクトを立ち上げました。消火栓や防災井戸がどこ
にあるのか、普段気にしていないと「知らない」という方も多いのが現状です。何が起こるか
わからない“大災害” という状況を想定するのは難しいですが、「何ができるのか」「何をすべ
きか」を漠然と考えるだけではなく、もう少し具体的に考えていかなければいけない段階にあ
るのではないでしょうか。

いきなり町会全体で様々な取組みを実施するのではなく、
まずは、町会の中でモデル班を設定しました。訓練はごみ
ゼロデーの清掃活動やひろばのイベントと同日に設定する
ことで、規模が小さくても充実した活動になります。

試行錯誤できるのもモデル班で活動するメリットのひと
つです。下記は令和7年度に2度実施したタオル掛け訓練の
詳細です。班員で意見を出し合い、同じタオル掛け訓練で
も実施方法を変更しました。

6月14日防災まちあるき ひろばの防災イベントの様子

【5月31日 タオル掛け訓練】
①ごみゼロデーの集合時前（9:00）前に「タオルを玄関にかける」ようモデル班の

グループLINE（12世帯中11世帯が登録）で依頼。
②居住している町会員12世帯中10世帯がタオルを掛けた。

（ 1世帯は外出のため不参加を事前に申し出）
③地区委員など3名が確認済の印（安全ピン）をつける。

【1月18日 タオル掛け訓練＋所在確認訓練】
※5月と役割担当を交代、家族内で安全確認の手順を確認した上で実施
①モデル班のグループLINEに、発端者が「地震が起こったので、家族の安否を確認し、LINEグループ

に連絡をください。在宅の人は、タオルを出して周囲にお知らせください。」と発信。
（月日は事前予告したが、発信時間は予告なしで発端者が決めた。）

②約２時間で10世帯が回答。
③地区担当者がタオル8個を確認してポストに入れる。（4世帯は不在扱い）

災害時に玄関にタオルを掛けるのは、電話やスマホが使えない場合の安否確認の意味合いもあり
ますが、一度外にでる必要があるので近隣の火災や倒壊の危険性に気づくことにもつながります。
たくさんの人に興味を持ってもらうにはどうしたらよいか、課題は多いですが、取組みを発展・継
続させていきたいです。

災害時に地域で助け合うためにも、増えている単身世帯の高齢者との交流を積極的に続けていか
なくてはいけません。町会はそういった世帯と地域をつなぐ架け橋になることができると考えてい
ます。高齢者の見守り等の取組みは、高齢者総合相談センターや民生委員などでも定期的に行って
いますが、地域の住民同士が顔見知りになって日常生活の中で自然と見守り活動ができると、孤立
する高齢者を少しでも減らすことができます。地域のコミュニティが希薄化し、昔ながらのみんな
が顔見知りという地域がなくなりつつある現在において、つながりを絶やさまいとする地道な努力
がとても大切です。町会が実施する行事に、少しでも多くの方が参加してみようかなと思ってもら
えるように、また実際に参加してもらえるように、他町会の好事例を共有しながら、よりよい活動
にしていきたいと思います。



約36,144㎡（東京ドーム約0.8個分 ）町会面積
788世帯（令和2年国勢調査より）総世帯数
年額2,400円町会費
10人（他 ブロック委員7人）役員数
公式LINEなし
ホームページなしデジタル化
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内容イベント・場所月
5月25日に実施。雑司が谷第三広場に集まり、みんなでスト
レッチをしてから清掃活動を開始。35名参加。

ごみゼロデー清掃活動
＠町会内5月

7月19日〜25日に毎朝6時40分から実施。延べ254名参加。ラジオ体操
＠鬼子母神堂境内7月

準備体操から始まり、スポーツチャンバラ・ 新聞紙ジャンケ
ン・ジャンケン列車など、子どもと一緒になって大人も盛り
上がった。ゲームの後は、子どもが主体となって段ボールで
子ども神輿を製作。子ども8名、大人16名、合計24名参加。

夏休み子どもゲーム大
会＆子ども神輿づくり
＠雑司が谷公園

丘の上テラス集会室
9月

午前9時30分集合。電車で竹橋まで行き、皇居平川門から天
守閣跡・本丸跡・大手門などを巡り、皇居外苑のベンチでラ
ンチ。11名参加。

秋の散策とランチ会
@皇居周辺 他11月

12月29日・30日に実施。両日とも19時から。歳末警戒12月

町会員の話を聞くことができる貴重な機会となっている。今
年は子ども関係の仕事をしている方を発掘。町会でのイベン
ト協力をお願いした。15名参加。

新年会1月

東目白本町会

高田氷川神社の祭礼
大人神輿、子ども神輿、山車が町内を巡行。

子ども神輿の担ぎ手が年々減少。それでも2日間
で延べ120名が参加してお祭りを盛りあげた。

都電鬼子母神駅を降りて少し歩いたところにある、鬼子母神西参道と明治通りの間のエリアが
当町会の区域です。昭和28年に設立し、豊島区の町会の中では比較的小さいエリア・世帯数では
ありますが、できる範囲で様々なイベントを実施しています。

基本情報１

イベントスケジュール（令和７年度の実績をもとに掲載しています。）２

雑司ヶ谷鬼子母神御会式
毎年10月16日から18日に行われている

伝統行事であり、地元の町会、法明寺、
御会式連合会等で企画・運営されている。
当日は、白い和紙の花を一面に付けた高
さ3〜4メートルの万灯を掲げて、団扇太
鼓を叩きながら鬼子母神まで練り歩きま
す。今日の雑司が谷の人々にとって、御
会式は大人から子どもまで参加する地域
行事となっている。
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子どもも大人も楽しむことが継続の秘訣

第５地区
「活動を継続していく」ということ３

新しい出会いを大切に４

当町会は788世帯（令和2年国勢調査より）、このLINEWORKSの取組みに参加している町会の中
では1番少なく、区内129町会（調査時点）では34番に少ない世帯数です。店舗・民泊・単身世帯
向けの集合住宅も多く、町会活動を継続していく上で課題もありますが、限られた役員と予算の
中で、何ができるのか話し合い、毎年様々なイベントを実施しています。

子ども神輿づくりは夏休み期間中に実施しました。「夏休みゲーム大会」もあわせて実施して、
大人も子どもも一緒になってスポーツチャンバラなどを楽しみました。ゲームを楽しんだ後は、
いよいよ子ども神輿製作です。子ども神輿は、子どもが主体となって製作しました。意見を出し
合って自分たちで作った神輿は、とても特別なものになったと思います。

一つひとつ課題を乗り越えて、地域の絆を育む活動を続けていきたいです。

子どもも大人も一緒になってゲームを楽しむ様子

☞
子
ど
も
神
輿
製
作
の
様
子

祭礼でお披露目した子ども神輿

令和7年度、年々子ども神輿の担ぎ手が少なくなっており、今年は子ども神輿がなくなる危機に
ありました。しかし、なんとかして「伝統を守りたい」「子どもたちの想い出をつくりたい」と
話し合った結果、段ボールで軽い子ども神輿を製作することになりました。

令和8年1月、町会の新年会で近くに座った方が子どもと接するお仕事をされている方でした。
新年会ですので食事しながら会話を交わす中で盛り上がり「経験を活かして町内で子ども向け
のイベントをしてほしい」とお伝えしました。町会内にはまだまだ知らない人がたくさんいて、
各々強みがあって、まだ出会えていない方の中に町会活動の今後を支えてくださる方がいるか
もしれないと思っています。町会の課題もたくさんありますが、新たな出会いもまだまだたく
さんあります。

町会の活動を続けていく中で、たくさんの方と関わり、それぞれの得意なことを発見して、
それを活かしながら活動を続けていきたいです。
子どもたちが成長したときに、町会があることが”普通”に感じてもらいたいので、小さな頃か
ら町会での想い出をたくさん作って、町会での新たな出会いを繋げていってほしいです。



9月

約72,196㎡（東京ドーム約1.5個分 ）町会面積
1,210世帯（令和2年国勢調査より）総世帯数
一口1,200円〜/1戸あたり
※基本的には二口以上として、会費徴収にご協力いただいている。町会費

20人役員数
公式LINE実施済
ホームページ：https://sites.google.com/view/koma6higashibunkakai/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0

デジタル化

内容イベント・場所月
染井よしの桜の里駒込協議会主催。駒込地区の全町会・関係
団体が協力して実施。令和7年度は当町会は白玉パフェの屋
台を出店。

染井よしの桜まつり
＠染井吉野桜記念公園4月

7月21日〜31日まで実施。最終日には、全員に参加賞、7日
間参加した子どもたちには皆勤賞を。初日から徐々に参加者
が増えて最終日は93名参加。

ラジオ体操
＠駒込小学校7月

8月23日・24日18時から盆踊り。24日の盆踊りの前には縁日
も実施。縁日はかき氷・ポップコーン・ソースせんべいは無
料、他にも焼きそば・フランクフルトなど盛りだくさん。24
日の盆踊りの後には大抽選会（町会員限定・280名参加）を
実施して、最後まで盛り上がる工夫を。

納涼盆踊り＆縁日大会
＠駒込六丁目児童遊園8月

大型バスを手配して、栃木県へ。お昼はバイキング形式、梨
狩りを体験して、佐野プレミアムアウトレットでお買い物。
大人5,000円、子ども3,000円(4歳から小学生)。

バスツアー
＠梨狩り 他9月

前日に町会役員や有志でもち米の洗米・杵や臼の洗浄などを
行い、餅つき当日は朝8時から準備。10時に会場して、安倍
川餅・きな粉餅・あんこ餅・お雑煮を無料で提供。お餅は染
井稲荷神社にも奉納。都の助成活用。

もちつき
＠駒込六丁目児童遊園12月

12月27日・28日に実施。夜9時から町内を巡回。歳末警戒12月

駒込六丁目東文化会

染井稲荷神社の祭礼
大人神輿、子ども神輿、山車が町内を巡行。威勢の良い掛け声と

住民の皆さまからの拍手喝采を浴びながら、染井吉野商店街を含め
にぎやかに駒込六丁目を練り歩く。

当町会は、昭和24年に地域の親睦団体として発足しました。会則に基づき、会員が自主的に運
営し、明るく住みやすい街づくりを目指しています。

区の木にも指定されている桜の代表的な品種「ソメイヨシノ」は、江戸末期から明治にかけて、
染井村（現在の豊島区駒込）の植木職人が、エドヒガンとオオシマザクラの品種を改良して作っ
たと言われ、染井発祥が伝えられています。駒込六丁目も染井村に属していたとされ、ソメイヨ
シノの故郷として、近隣の町会と協力しながら地域を盛りあげています。

基本情報１

イベントスケジュール（令和７年度の実績をもとに掲載しています。下記の他、3月にお花見会を実施。）２

HP
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https://sites.google.com/view/koma6higashibunkakai/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0
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下町情緒あるれるまちと生み出される活気

第10地区

たくさんの人と交流したい４

町内に公園はなく、イベントは駒込六丁目児童遊園（約275㎡）で行うことが多いです。テニ
スコート（約260㎡）より少し大きいくらいの広さで、盆踊りや縁日を実施しています。

平時の駒込六丁目児童遊園

入っていて良かったと思える町会に３

盆踊りの最後に実施する大抽選会は地域
の皆さんが本当に楽しみにしていて、公園
を溢れるほどの盛況ぶりです。この日は15
時から縁日、そのあとに盆踊り、最後が大
抽選会と、昼過ぎの準備から町会役員は大
忙しです。

町会のイベントは、地域の皆さんに喜ん
でもらいたいという気持ちで取り組んでい
ます。縁日の金額を安く設定したり、餅つ
きのお餅は無償で配ったり、活動を通じて、
町会員に町会費分を還元しているようなイ
メージです。町会に加入していて良かった、
得をしたなと思ってもらうことで、町会に
入るメリットを感じてもらいたいです。

☜
大
抽
選
会
の
様
子

☜
納
涼
盆
踊
り
の
様
子

防犯カメラや防災資機材の管理、災害に備えた対策など、町会の重要な取組みであるものの、
町会員にとってはメリットを実感しづらいものです。イベントを通じて実際に交流して、まち
の活気を生み出し、さらには町会があって良かったと実感してもらいたいです。

当町会のイベントをどのように実施しているのか、近隣の町会さんが縁日や餅つきを見学に
来てくれたことがあります。実際にお会いして「これはあのお店で買っている」「もち米はど
れくらい仕入れている」など、イベントの実施方法について情報共有しましたが、プラット
フォームではオンラインでのやり取りでそういった情報を簡単に共有できます。

イベントをしたいけど、どうやってやっているのか、実施するためには何が必要なのか、調
べないといけないことが多すぎて実施に踏み切れないこともあるのではないでしょうか。また、
他の町会がやり取りしていた情報を見返すこともできるので、後々自分の町会で同じ疑問が出
たときにはとても役に立つと思います。

当町会では、会員・非会員を問わず、多くの方がお祭りに参加します。区の広報でもイベン
トを周知しているため、少し離れた町会や文京区からも来ていただいているかもしれません。
災害時には、町会内だけでなく近隣町会の区域の方、会員だけでなく非会員も、たくさんの方
とつながっていて損はないと思っています。



４. 今後の活動
情報交換プラットフォームでの活動１

令和８年度の予定２

20

参加されている方は、町会活動に取り組みながら、現役でお仕事をされている方ば
かりです。臨場で集まって意見交換するような運用とは異なり、スマホのアプリを利
用することによって、各自都合のつく時間に相談したり、相談に対するアドバイスを
したりできるので、大きな負担感はありません。また、所属している皆さんは町会で
関わっている方々なので、相談すれば親身にアドバイスをしてくれます。自分発信の
問いかけをしていないときも、別の町会のやり取りを見て情報を得ることもできます。

内 容予定月

情報交換プラットフォームの参加者を募集。区政連絡会で説明。5月

対面での交流会を実施。6月

対面での交流会を実施。11月

オンライン上での交流活動。随時

対面での交流会を2回実施予定です。ある程度の新規参加メンバーが増えた時点で、
顔合わせを兼ねて1回目の交流会を実施、その後は基本はオンラインでの交流をして、
秋以降に2回目の交流会を予定しています。20名程度の参加者がいると、議論もより
活発になるのではないかと考えています。

町会の好事例やノウハウを共有しあい、町会の魅力向上、新規会員の増を目指しま
しょう。

各町会の抱える課題解決に向けて３
他の町会は「こんなときどうしている？」「あれってどうやっている？」と、気に

なることがあればLINEWORKSで質問できます。参加町会が多いほど、参考になります。
例えば、下記ような内容を他の町会に聞いてみたいと思ったことはありませんか。気
になる町会は参加を検討してみてはいかがでしょう。
１ 高齢化で町会のイベント運営が難しい。PTAやNPO等の他団体と連携できないか…

２ 新しい取組みを始めることに不安がある。同様の取組みを実施している町会の役員の
負担感を知りたい…

３ オンラインツールを導入した。他の町会で使っているフォーマット等のデータがほしい…

４ 他の町会が町会費を何に活用しているのか、詳細を知りたい…





町会・自治会情報交換プラットフォーム
令和7年度


